
 

 

 

＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞ 

生菌の乳酸菌資材を使用していただき、農業の方では無農薬で安全安心の農業作りと増収の

お手伝い。畜産でも牛の健康を守り、またし尿の匂いの削減のお手伝いを行い地域に貢献。 

水産の方でも餌などでの水質環境への悪影響の予防に貢献していきたい。地球のための環境

問題に多く貢献できる。 

生産者は弊社の資材を使用していただくことで安心安全なものを作ることができ、薬品など

の削減に加え収量 UP により利益につながる。また、消費者は安心安全な食べ物を買うこと

ができる。熊本の地域未来牽引企業にも選出され、人用などの商品も開発中なので機能性表

示食品として【健康】に貢献していける企業を目指している。 

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞ 

三側面 

（分野に⦿） 
SDGsに関する重点的な取組み 

指標 

（更新時に向けた数値目標） 

環境 

社会 

経済 

年齢を問わない中途採用の実施 
2021年未実施 

2025年までに 4人採用 

環境 

社会 

経済 

JICA の中小企業・SDGｓビジネス支援事業に

選定されており、途上国の安心安全な食作りの

ニーズに応える 

2021年海外と取引なし 

202５年までにベトナムと取引

開始 

 

環境 

社会 

経済 

弊社の取引している農家の肥料や農薬などの

使用量削減（コスト削減にもつながる） 

2021年 100％ 

202４年 80％ 

＜パートナーシップ＞ 

食の安心安全のための資材を製造する自社と、食の生産者達と安全安心な食作りの意識を共

通させることが大切である。また、海外でも注目してもらっているため使用していただけるよ

うになれば環境対策としての貢献を世界でしていきたい。 

・「SDGs に関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記

載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてく

ださい。 

・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時

までの数値目標を記載してください。 

・「パートナーシップ」には、企業や NPO法人、行政など関係機関との連携があれば記載してください。 

 

○ SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係る進捗状況（※更新の場合のみ。） 

      ○登録状況：第 期登録（登録年月日：    年  月  日） 

＜SDGsに関する重点的な取組み状況、前期の指標及び実績＞ 

三側面 

(分野に⦿） 
取組みの状況 前期の指標 実績 

環境 

社会 

経済 
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環境 

社会 

経済 

   

環境 

社会 

経済 

   

・「登録状況」及び「登録番号」を記載してください。 

・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載して

ください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。 


